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立命館大学国際関係学会会則

第１条（名称）　本会は、立命館大学国際関係学会という。
第２条（目的）　本会は、国際関係に関連する学術の研究と普及を目的とする。
第３条（事業）　本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。
　　１　機関誌「立命館国際研究」の編集と発行　　　　３　研究会，講演会の開催
　　２　研究補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　その他前各号に関係する事業
第４条（会員）
　⑴　本会は次の会員を持って組織する。
　　１　本学国際関係学部に所属する教授・准教授・講師・助教
　　２　本学大学院国際関係学研究科前期課程院生
　　３　本学大学院国際関係学研究科後期課程院生
　　４　本学国際関係学部生
　　５　常任委員会において承認を得たもの
　⑵ 　第１号会員の会員は教員部会、第２号および第３号の会員は院生部会、第４号の会員は学生部会を
構成する。

第５条（総会）
　⑴　通常総会は、毎年１回、常任委員会の招集によりこれを開催し、常任委員会より事業活動及び事業
方針の報告を受け、監査委員より会計監査の報告を受ける。臨時総会は、必要に応じて常任委員会の
招集によりこれを開催する。

　⑵　総会において決議を要するときは，出席した会員の過半数をもって決する。
　⑶　委任状または代理人による議決権行使は認められない。
第６条（役員）
　⑴　本会に次の役員をおく。
　　１　会　長　　　　１名　　　　４　幹　事　　　　１名
　　２　副会長　　　　１名　　　　５　監査委員　　　３名
　　３　常任委員　　　５名
　⑵　会長は，本学国際関係学部所属の専任教員より選出する。会長は本会を代表し会務を統括する。
　⑶　副会長は本学国際関係学部所属の専任教員より選出する。副会長は会長を補佐し、常任委員会を主
催して会務の運営にあたる。

　⑷　常任委員は教員部会の会員より２名、院生部会の会員より１名、及び学生部会の会員より２名を選
出する。常任委員会は副会長および全ての常任委員によって構成する。

　⑸　幹事は、本学国際関係学部事務長とする。幹事は、会長の指揮に従い本会の日常業務の執行を補佐
するものとする。

　⑹　監査委員は、教員部会の会員より１名、同条第２号院生部会の会員より１名、および学生部会の会
員より１名を選出する。監査委員は、本会の会計を監査し、監査の結果を総会に報告しなければなら
ない。

第 ７条（事業の執行）　常任委員会は本会の業務を執行する。常任理事会は各年度の事業方針及び予算案
を総会に報告しなければならない。また、前年度の事業内容及び決算について、監査委員会の承認を得
てこれを総会に報告しなければならない。
第８条（経費）　本会の経費は，会費，補助金及び寄付金をもってこれにあてる。
第９条（会費）
　⑴　本会の会費は次の通りとする。
　　１　第４条第１号の会員　　年額　12,000円
　　２　第４条第２号の会員　半年額　　4,000円
　　３　第４条第３号の会員　半年額　　4,000円
　　４　第４条第４号の会員　半年額　　4,000円
　　５　第４条第５号の会員　　年額　　8,000円
第10条（会計年度）　本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月31日に終る。
第 11条（会則の変更）　会則の変更は常任委員会の発議により、総会の承認を得なければならない。変更
された会則は、総会の承認を得た時点で発効する。
　附　則
1992 年度より会員に大学院国際関係研究科院生を加える。
　附　則（2000 年７月４日会員の追加による改正）
この会則は、2000 年７月４日から施行する。
　附　則（2011 年５月 10 日会員および会費の見直し、評議委員会の廃止にともなう改正）
この会則は、2011 年５月 10 日から施行する。
　附　則（2012 年１月 24 日会費徴収方法の変更に伴う改正）
この会則は、2012 年４月１日から施行する。
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編 集 後 記
　オクスフォード大学名誉教授のアダム・ロバーツと言えば、国際法・国際政治学の専門家として、
その著作に親しんだ人も多いだろう。そのロバーツが英国学士院（British Academy）会長として執
筆したパンフレット『過去・現在・未来―人文学および社会科学の公的な価値』が評判になってい
るという。英国の文系分野の学問の頂点に位置する機関（理系は王立協会＝ Royal Society）として、
この分野の学問が「もたらす利益を擁護し、それを認めてもらう」ために、文系学問の社会的貢献
を明らかにしている。たとえば経済に貢献するのはテクノロジー開発を進める理系学問であるとみ
られがちだが、いまや商品生産がもたらす付加価値は全付加価値の 10％であるのに、90％は文系
と関係の深いサービス業から生まれる。重要なことは「科学や医学の進歩が内包する人間的・倫理
的意味を探究し・・気候変動などのグローバル・イシューのもたらす社会的・経済的衝撃を探り・・
文化遺産の新たな展開見通しを明らかにする」ことである。根底に流れているのは、人文学・社会
科学こそ、個人であれ、集団であれ、人間そのものに取り組む学問であるという信念だ。
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